
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■特徴■                         

・ＥＳＰ８２６６ＥＸ（ＳｏＣ、３２ｂｉｔＭＣＵ）を搭載したＷｉ－Ｆｉモジュールを、使い 

やすい２．５４ｍｍピッチ１０ピン２列のＤＩＰ形状（６００ｍｉｌ幅）にしました。 

細ピンヘッダや丸ピンＩＣ連結ソケット（両端オスピン）が使用できます。 

・ＵＳＢ－シリアルインタフェースを搭載していますので、ＵＳＢケー 

ブルを接続すれば開発を始める事ができます。 

・ＵＳＢ接続でＡｒｄｕｉｎｏスケッチを使用しての開発が可能です。 

・電源は５Ｖ、３．３Ｖが使用可能で、電源ラインに３．３Ｖ 

８００ｍＡレギュレータと１００μＦの電解コンデンサ搭載し、 

動作が安定しています。 
 

■外形図■（ピン穴径０．９ｍｍ）  ■ピンアサイン■ 
番号 名称 説明 

１ ３Ｖ３ 外部への３．３Ｖ出力、あるいは３．３Ｖ入力 

ＵＳＢや外部から５Ｖを入力している場合、入力として使用しないでください。 

２ ＥＮ イネーブル端子 

１０ＫΩでプルアップされていて通常はイネーブル状態（使用可能状態）です。 

ＧＮＤに接続する事でアンイネーブル状態（使用不可状態）になります。 

３ １４ ＧＰＩＯ１４端子 

４ １２ ＧＰＩＯ１２端子 

５ １３ ＧＰＩＯ１３端子 

６ １５ ＧＰＩＯ１５端子 １０ＫΩでプルダウンされています。 

７ ２ ＧＰＩＯ２端子  １０ＫΩでプルアップされています。 

８ ０ ＧＰＩＯ０端子  １０ＫΩでプルアップされＰＧＭスイッチに接続されてい

ます。ＰＧＭスイッチを押すとＧＮＤに接続されます。 

９ ＧＮＤ ＧＮＤ端子 

１０ ５Ｖ０ 外部からの５Ｖ入力 （３Ｖ３入力とは併用できません） 

ＵＳＢバスパワー５Ｖの出力としては使用しないでください。 

１１ ＣＢ０ ＦＴ２３４ＸのＣＢＵＳ０端子 

詳しい使用方法はＦＴＤＩ社ＦＴ２３４Ｘのマニュアルをご覧ください。 

１２ ４ ＧＰＩＯ４端子 

１３ ＲＸＤ ＲＸＤ端子 ４７０Ωを介して FT234X のＴＸＤと接続されています。 

１４ ＴＸＤ ＴＸＤ端子 ４７０Ωを介して FT234X のＲＸＤと接続されています。 

１５ ＧＮＤ ＧＮＤ端子 

１６ ５ ＧＰＩＯ５端子 

１７ ＲＳＴ ＲＳＴ端子 ＲＳＴスイッチに接続されています。ＲＳＴスイッチを押すと 

ＧＮＤに接続され、ESP-WROOM-02 はリセットされます。 

１８ ＴＯ ＴＯＵＴ端子  

１９ １６ ＧＰＩＯ１６端子 

２０ ＧＮＤ ＧＮＤ端子 

■回路図■ 
(部品、定数は予告無く変更される場合があります) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   【１】 

ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２開発キット 
AE-ESP-WROOM-02-DEV 



■基板などへの取り付け■                               ◎アンテナ部分 

・基板などに取り付ける時は電波の障害にならないように、右図赤丸枠のアンテナ裏面や 

上面に金属部分が近接しない状態で取り付けてください。（基板端から６．２ｍｍ） 
 

■接続■ 
・ＵＳＢから電源を得る場合は、ＵＳＢ３．０を使用するか、あるいはパワードハ 

ブを使用してください。ＵＳＢ２．０では電流容量が足りない場合があります。                 
 

■使い方（ＡＴコマンド）■ 
・ＵＳＢコネクタとパソコンをＵＳＢｍｉｃｒｏＢケーブルで接続します。  

・ターミナルソフト（フリーソフトやＡｒｄｕｉｎｏスケッチのシリアルモニタ）        ６．２ｍｍ 

 を立ち上げます。 

・デバイスマネージャを確認して、ＣＯＭポート番号を正しく設定してください。 

・ボーレートは１１５２００ｂｐｓに設定してください。 

・改行コードの設定を「受信：ＣＲ」「送信：ＣＲ＋ＬＦ」にします。 

・開発ボード上の赤ＬＥＤが点灯している事を確認して、ＲＳＴ（リセット）スイッチ 

（右図赤丸枠）をクリックします。 

・文字化けした表示が現れますが、リセット直後７６８００ｂｐｓで通信を行っている為 

です。ターミナルソフトにボーレート設定の項目があれば、変更する事で読む事が可能 

ですが、その後すぐに１１５２００ｂｐｓで「ｒｅａｄｙ」と送られて来ますので最初 

から１１５２００ｂｐｓにしておいて、その文字が来たら正常と判断すれば良いでしょう。 

・「ＡＴ（＋改行）」と入力します。「ＯＫ」の文字が表示されれば正常動作です。            ◎ＲＳＴスイッチ 

 ＡＴコマンドの詳細につきましては、下記メーカー資料をご参照ください。              

http://espressif.com/sites/default/files/documentation/4a-esp8266_at_instruction_set_en.pdf 
 

■使い方（Ａｒｄｕｉｎｏスケッチを使用）■ 
スケッチを使用してプログラムを書き込むと、ＡＴコマンドでの制御はできなくなります。ご注意ください。 

Ａｒｄｕｉｎｏスケッチを使用して、ESP-WROOM-02 をＡｒｄｕｉｎｏとしてプログラムする方法です。 

下記の操作を行い、開発キットにプログラムを書き込める状態にします。               ◎ＰＧＭスイッチ 
 

★インストール 

・下記ホームページの SOFTWARE からＡｒｄｕｉｎｏスケッチをダウンロードしてパソコンに 

インストールします。 

https://www.arduino.org/ 

・下記ＵＲＬを参照してＥＳＰ８２６６のボード情報を設定します。 

http://www.arduinesp.com/getting-started 
 

★開発 

・パソコンと開発キットをＵＳＢｍｉｃｒｏ－Ｂケーブルで接続します。              

・スケッチ上でプログラムを作成します。 
 

★書き込み（下図はＵＳＢｍｉｃｒｏ―Ｂコネクタ側から見た図です） 

・ＲＳＴスイッチとＰＧＭスイッチ(右上図赤丸枠)を同時に押して、ＲＳＴ⇒ＰＧＭの順で離します。 

 （ＲＳＴスイッチを離した時点でＰＧＭスイッチが押されている状態にしてからＰＧＭスイッチを離します） 

 

 
 

１） デフォルト状態         ２）リセット状態        ３）書き込み準備状態       ４）書き込み可能状態 

・書き込み可能状態で、プログラムを転送します。 
 

◎ボード設定例          ◎スケッチの例（ＬＥＤ点滅）         ◎左記スケッチの配線例 
                                         ＧＰＩＯ１６に接続したＬＥＤ 

                                              を点滅させます。 

この例では LED と開発ボードを 

                                              ２００Ωの抵抗を介し接続します。 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■詳しくはＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２、ＥＳＰ８２６６メーカーマニュアルをご覧ください■ 
【２】 

http://espressif.com/sites/default/files/documentation/4a-esp8266_at_instruction_set_en.pdf


■インストールの手順詳細■（インターネットに接続されている必要があります） 

 以下Ｗｉｎｄｏｗｓマシンでの説明です。 
１．http://www.arduino.org/ を開き、ARDUINO ＩＤＥをダウンロードします。 

 

                                            DOWNLOAD をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．インストーラーをダウンロードします。 

  ダウンロード後、手順に従ってインストールしてください。 

 

 

                                     WINDOWS INSTALLER をクリック。 

                                     実行または保存して実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．インストールが終了したら、ソフトを立ち上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         【３】 



４．環境設定をおこないます。 

  メニューバーの「ファイル」⇒「環境設定」を開きます。 

･「エディタの文字の大きさ：」を適宜変更し、「行番号を表示する」にチェックを入れます。 

･「追加のボードマネージャのＵＲＬ：」に下記のように入力します。 

http://arduino.esp8266.com/stable/package_esp8266com_index.json 
最下部の「ＯＫ」をクリックして「環境設定」を終了してください。 

（http://www.arduinesp.com/getting-started も併せてご参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．メニューバーの「ツール」⇒「ボード」から「ボードマネージャ」をクリックし、選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【４】 

http://arduino.esp8266.com/stable/package_esp8266com_index.json
http://www.arduinesp.com/getting-started


６．ボードマネージャが開いたら、右の縦スクロールバーで一番下まで持っていき、ｅｓｐ２８６６を確認し、 

「More  info」をクリックし、バージョンを選択して最新バージョンをインストールします。 

（インストールには時間がかかります。ダウンロードバイト数がアップカウントしているのを確認してください） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．メニューバーの「ツール」⇒「ボード」から「Generic ESP8266 Module」が選択可能になっているので、 

  クリックして選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                         【５】 



８．ＥＳＰ８２６６（ESP-WROOM-02）を設定します。 

  最初は下図のような設定になっていますので、各項目を修正します。（書き込み時に不具合が出た場合は戻してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．シリアルポートを設定します。開発ボードとパソコンをＵＳＢmicro-B ケーブルで接続してください。 

  Windows デバイスマネージャで開発キットのシリアルポート番号を確認し、メニューバーの「ツール」から設定します。 

 

 

 

                            開発ボードがＣＯＭ＊に設定されている事を確認 

                            （この場合はＣＯＭ３） 

                            ドライバがインストールされていない場合は、ＦＴＤＩ社のホーム 

ページからＶＣＰドライバをインストールしてください。 

                            http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 
 

                                     同じＣＯＭ＊に設定（この場合はＣＯＭ３） 

                                     ご使用の環境により異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         【６】 



１０．実際に動作確認をしてみます。最初に動作確認用のＬＥＤを接続します。 

  一旦開発キットからＵＳＢケーブルを抜き、ブレッドボードなどを使用して下記のようにＬＥＤを接続してください。 

  適当なＬＥＤ（この場合、赤色５ｍｍ）と２００Ωの抵抗（１／４Ｗ、１／６Ｗどちらでも結構です）を使用します。 

  １６番ピン～２００Ω抵抗～ＬＥＤ長い足、ＬＥＤ短い足～ＧＮＤと配線します。 

  配線が終わったら、間違いが無いか確認してＵＳＢケーブルでパソコンと接続します。 

  ・赤色ＬＥＤ  ：ＯＳＤＲ５１１３Ａ（弊社通販コード：Ｉ－１１６５５）など 

  ・２００Ω抵抗 ：ＣＦ２５Ｊ２００ＲＢ（弊社通販コード：Ｒ－２５２０１）など 

  ・ブレッドボード：ＥＩＣ－３０１（弊社通販コード：Ｐ－００３１３）など 

  

  ◎直接配線する例          ◎ブレッドボードを使用した例 

 

                                               ２００Ω抵抗 

 

                    １６ 

 

                                               長い足（Ａ・アノード） 

 

 

                                               短い足（Ｋ・カソード） 

 

 

 

                   ＧＮＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．プログラムを書いてみる 

  ＬＥＤを点滅させるプログラムです。一旦全ての文字を削除して、下記の通り入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【７】 



１２．プログラム書き込みを可能な状態にする 

  開発キットとパソコンをＵＳＢケーブルで接続し、シリアルポート番号を設定してください。 

  開発キットのスイッチを下図のように操作してください。 

ＲＳＴスイッチとＰＧＭスイッチ(右上図赤丸枠)を同時に押して、ＲＳＴ⇒ＰＧＭの順で離します。 

  （ＲＳＴスイッチを離した時点でＰＧＭスイッチが押されている状態にしてからＰＧＭスイッチを離します） 

 

 
 

１） デフォルト状態         ２）リセット状態        ３）書き込み準備状態       ４）書き込み可能状態 

 

 

１３．プログラムを転送・書き込みします。 

  下図赤丸印の⇒をクリックしてプログラムを書き込みます。 

  最初は「スケッチのフォルダの保存先」を聞いてきますので、適当な場所を指定します。 

  エラーがでて書き込めなかった場合は、再度前項「１２．プログラムを書き込み可能な状態にする」の操作をおこない赤丸 

  印の「⇒」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

                                       この「⇒」マークをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．コンパイル中は下図赤丸印の「スケッチをコンパイルしています」のメッセージが表示され、緑色のプログレスバーが 

進行状況を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                ４．「環境設定」で「より詳細な情報を表示する」に 

                                チェックを入れていた場合、このウインドウに詳細な 

                                情報が表示されます。 

 

 

 

 

                         【８】 



１５．書き込み失敗の例 

  下図のような画面が表示された場合は、転送・書き込みエラーです。 

  メニューバーの「ツール」⇒「Upload Speed」を１１５２００に変更して、再度「１２．」に戻って作業します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．書き込み中 

  書き込み中は「writing flash」の表示の下に……………の表示が出て書き込み状態を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【９】 



１７．書き込み終了 

  書き込みが終わると「ボードへの書き込みが終了しました」のメッセージが表示されます。 

この例の場合はただちにＬＥＤが点滅を始めます。 

 
 

 

 

次ページからはＷｉ－Ｆｉを使用した接続例です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【１0】 



１８．Ｗｉ－Ｆｉでダイレクトに接続する 

  Ｗｉ－Ｆｉルータを介さず、開発キットをアクセスポイントに設定し、スマートフォンなどから直接開発キットに接続します。 

  メニューバーの「ファイル」⇒「スケッチの例」にマウスポインタを合わせるとスケッチの例が開きます。 

  そのまま最下部の「▼」にマウスポインタを合わせると「ESP8266WiFi」が表示されますので、マウスポインタを 

合わせます。 

  横に表示されたウインドウの「WiFiAccessPoint」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．新たにウインドウが開きますのでそちらで作業します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【１1】 



２０、下にスクロールして、プログラム本体を確認してください。 

  下記画面以下がプログラム本体です。行番号表示の設定になっている場合は左端の３３（３３行目）からです。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．上図３８行目、３９行目を書き換えます。任意に設定可能ですが、例えば下記のように設定します。  

  ここでは ssid は判りやすいように、また password は後で入力しやすいように数字にしておきます。 

const char *ssid = "WROOM02"; 

const char *password = "12345678"; 

【８】ページ「１２．」から【１１】ページ「１７．」までの手順でプログラムを書き込みます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【１2】 



２２．シリアルモニタを起動します。 

  書き込みが完了の後、右上のシリアルモニタのボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３．シリアルモニタが起動したら、右下端のボーレートを１１５２００ｂｐｓに設定します。 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               115200bps に設定 

 

 

 

                         【１3】 



２４．開発キットのＲＳＴスイッチを押して、下記画面の赤丸内の表示になるのを確認してください。 

  何回かＲＳＴスイッチを押してリセットする必要がある場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５．手元のスマートフォンなどでＷｉ―Ｆｉの接続をします。 

  スマートフォンのＷｉ－Ｆｉ設定画面を開きます。（各機種により異なりますので、画像は省略します） 

プログラムの「const char *ssid = "WROOM02";」で設定したサーバー「WROOM02」を探し、 

  「const char *password = "12345678";」で設定したパスワード「12345678」を入力します。 

 

 

２６．スマートフォンなどのブラウザを開き、http://192.168.4.1 を開きます。 

  「You are connected」と表示が出れば接続成功です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２、ＥＳＰ８２６６のマニュアルをご覧ください。 

 

              (株)秋月電子通商 
                          【１4】 

http://192.168.4.1/

